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燃料調達の取組みと火力を取巻く動向について
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kWh対応メニューと判断期限

◼ 電力需給変動に対応する手段としては、スポットLNGの調達・転売がメイン
◼ LNGスポット調達・転売リードタイムは凡そGC2ヶ月前であり、以降は打ち手・対応可能量が大きく減少
するため、2~３ヶ月前の調達の意思決定がkWh面の安定供給確保に重要
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✓ 在庫水準は2か月前時点の所要量見通しをもとに調整
✓ これ以降は調達総量の範囲内での分配に対応余地が限定効果小

効果大
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需要減対応

（万t）
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2020年度

追加
調達

余剰
転売

1.5か月未満での緊急対応
（計110万t）

合計 約300万t※ ＝約200億kWh

◼ 冬季のスポット調達実績は、2019年度では暖冬影響によりスポット調達が不要であった一方、2020
年度は約300万㌧もの大量の調達となった（うち110万㌧は入着1.5ヶ月未満の緊急的な調達）

◼ 需給状況次第では追加調達したLNGが余剰※となり得るため、事業者自身のリスクで追加調達を行う
には限界がある。電力システム全体でリスクをカバーする仕組みが必要

※ 2020年度冬に調達した300万㌧のLNGが仮に余剰となれば600億円の収支リスク（転売損20,000円/tでの試算）

冬季における当社スポットLNG調達対応からの示唆

※ 一定規模の電力・ガス会社の年間LNG調達量に相当
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入着まで1.5~2か月

小売確保
供給力

調達余力

不足ｲﾝﾊﾞﾗ

＜小売事業者＞
事業者数全721者
新電力ｼｪｱ20％

JEPX調達

余
力
玉
出
し

エリア
需要

＜一般送配電事業者＞

調整力
燃料必要量の
予見性なし

供給力
（燃料）

供給余力
（在庫）

？

相
対
契
約
等

＜発電事業者＞

価格シグナル不在

一部事業者は
JEPXに依存

（供給力未確保）

事業者数全974者
大手電力ｼｪｱ約6割

事業者数全10者

不足量を契約

JERAは需要予測に挑戦

◼ 離脱需要の増加により、エリア需要と小売事業者が確保している需要が乖離している実態
◼ エリアや広域的な安定供給確保を担う主体が、kWh不足を認識した場合、対応力のある事業者に対
して必要量を通知・契約に基づく調達を行うなどの仕組みの検討をお願いしたい

◼ JERAとしても昨冬の事象を踏まえて、エリア全体の需要想定に試行錯誤して取組むなど、対策を実施

電力市場の構造的課題（kWh面）
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アジア市場

南米市場

✓ ブラジル水力発電の減
✓ アルゼンチン、チリ、ブラジ
ル需要堅調

✓ 豪州の複数プロジェクトで生産トラブル
✓ エジプト、ペルー、トリニダードトバゴでも供給支障

LNG生産トラブル

欧州市場

✓ ガス価格が高止まり
ー 低在庫傾向が継続
－ パイプライン供給減
ー カーボン価格上昇

✓ 日本：今夏の高気温予報
✓ 中国：産業需要堅調・需要増
✓ 韓国 5.6月原子力減
✓ インド：コロナ影響で需要減退

北米LNG

✓ 欧州・アジア向け供給が
堅調・生産も順調

LNG flow

LNGマーケットの状況

◼ 欧州ガス価格の上昇、アジア域内の堅調な需要、生産トラブルを受け、JKMは上昇基調
◼ インドの需要減傾向はあるものの、下落要因となる要素が少ない状況
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参考：今年度の電力需給状況について

（円/kWh）
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◼ 極東向けLNG価格は、欧州ガス価格の上昇等が影響し、上昇傾向
◼ 世界各地における地球温暖化防止に向けた行動の変化（欧州炭素価格上昇や中国におけるLNG
消費増加）が、LNG価格の上昇に影響しており、付随的な影響として日本国内の電力先物価格も
上昇していると想定
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◼ 現在、石油火力とリプレース対象電源を中心に長期計画停止中(段階的に廃止を予定)
◼ 現在稼働中のユニットの中にも経年火力が存在（可変費競争力は他ユニットに劣後）しているが、お
客様ニーズや容量市場制度を踏まえ、至近に意思決定を要する時期に来ている

エリア 発電所名 燃料
設備容量
（万kW）

主な停止事由

東京

大井1-3号 石油 105

石油火力鹿島1-6号 石油 440

広野1-4号 石油 320

横浜5,6号 LNG（コンべ） 52 運開50年超過

姉崎1-6号 LNG（コンべ） 360 リプレース対応

中部

渥美3-4号 石油 140 石油火力

知多1-4号 LNG（CC） 225 運開45年超過

四日市4系列 LNG（CC） 58 経済性劣後

合計 1,700

エリア 発電所名 燃料
設備容量
（万kW）

稼働年齢
（2025容量市場_受給年度）

東京
袖ヶ浦1-4号 LNG（コンべ） 360 運開後：46-51年
富津1号系列 LNG（CC） 116 運開後：40年

中部
知多火力5-6号 LNG（コンべ） ※155※ 運開後：47年

知多第2火力1-2号 LNG（コンべ） 170 運開後：42年

合計 801

＜長期計画停止中ユニット＞

＜高経年ユニット＞現時点で稼働中、但し2025年で運開後40年を超過するユニット

長期計画停止ユニット一覧

※ 一部供給力（GT:15万kW）は長期計画停止済
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5号機

6号機1号機

2号機

出典：今日の石油産業2020（石油連盟）

（単位：1000kl）

需要低迷により重油サプライチェーンは縮小
（他電源でトラブルが発生した際の増産対応は難しい状況）

＜日本における重油需要/供給設備＞

需要低迷に合わせ
供給サイドも設備を高度化

燃料油としての
重油需要は減少の一途

◼ ボイラ設備の外装の腐食等、設備全体での劣化が広範囲で進行中
◼ 都度最低限の部分修繕を行い凌ぐも、維持コストは年々膨らむ傾向
（写真：鹿島火力発電所の状況(運開後50年経過)）

◼ 燃料となるC重油も、昨今の需要低迷・高度化によりサプライチェーンが縮小している状況

石油火力の現状
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TSO

お客様

小売事業者

内外無差別に販売

◼ JERAはマーケティングを実施、あまねくお客様に内外無差別に電気をお届けすべく、締結した電力受給
契約を履行するための供給力(kW･kWh)を今年度においても確保済み

◼ JERAが認識する契約上の発電余力はJEPXに全量投入している
◼ 電力供給計画とりまとめ結果等に基づき、需要期における供給力追加確保に向けJERAとしても可能
な限り補修量の調整など対応実施中。今後も、小売事業者やTSO等からのニーズに柔軟にお応えで
きるよう、積極的な商品開発等を通じ貢献してまいりたい

今年度のJERA供給力確保状況について

調達・運用・最適化

LNG 約4,100万kW

石炭 約800万kW
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① 容量市場
(2025年制度案)

容量市場
(激変緩和減額分)

容量市場
収入

キャッシュ
アウト※1

収入 費用

ｷｬｯｼｭﾍﾞｰｽで赤字であり、
一部既存設備は維持困難。
まして新規投資は不可能

② 容量市場
(既存電源が維持可能な状態)

容量市場
収入 キャッシュ

アウト

収入 費用

必要なｷｬｯｼｭｱｳﾄが容量市場
/PXで確保可能であれば
既存電源の維持は可能

③ ファイナンス契約が
締結できる水準

（投資促進可能な水準）

キャッシュ
アウト

収入 費用

PX市場
収入

新設電源
市場収入

（運開後10年程度）

減価償却費

支払利息

サンク化
コスト※2

減価償却費や支払利息等
も含めた費用が長期にわたり
回収されることで新規電源
投資が可能

※1：電源維持に必要な修繕費、経年改修費、人件費、委託費、固定資産税、事業税、発電側基本料金、諸費等のキャッシュアウト
※2：既存の容量市場ではサンク化しており織込めないものの、本来は何らかの形で確保することが必要な費用（本社費、基地導管費など）

PX市場収入 PX市場収入

（経年により減少）

◼ 容量市場導入後、激変緩和措置等の減額措置により、一部ユニットではキャッシュベースでの維持管理コス
トの回収さえ困難となる見通し

◼ 減価償却費等の回収が認められないことから新設電源の開発インセンティブが十分確保されない状況

電源投資に必要な容量市場の水準


